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今月は…
水産資源の保護に向けた 
研究・行政・漁協の取り組み 

天然アユに近い人工種苗作り 
 河根三雄 

かし、天然では水温10℃を下回るような波打ち際にア

ユは生活しています。こうした観点から、昨年より低

水温飼育を試みています。寒さを経験したアユは、放

流後の低水温にも強いという報告もあります。初期餌

料は、S型ワムシ（小型の動物プランクトン）を50日齢まで、

ブラインシュリンプ（小型のエビ）を55日齢まで給餌し

ています。最近では配合飼料の品質向上によって、人

手間のかかる生物餌料の給餌期間を短縮する種苗生産

機関が増加する傾向にあります。しかし、生物餌料を

魚に長く経験させることも「天然に近い」種苗作りに

は重要だと思います。天然遡上魚に優る放流種苗はな

いと思いますが、天然資源は不安定なものです。 

　天然アユに近い人工種苗の生産は今後ますます必要

になってくるでしょう。若葉の季節から紅葉の季節ま

でアユ釣りが楽しめ、翌春には稚魚がいっぱい遡上し

てくる。そんな光景を思い描き、「天然に近い」アユ

種苗の生産を目指します。 

　天然の魚に近い種苗を生産する。これは、放流を目

的とした種苗を生産している私たちにとって最大のテ

ーマです。ここでは、私たちが取り組んでいる天然に

近いアユ人工種苗作りについて紹介します。 

　愛知県水産業振興基金栽培漁業部では、木曽川天然

親魚から人工授精した種苗（F1種苗といいます）、長期

にわたり継代飼育した種苗、そしてそれらの交配種苗

の3タイプを生産しています。「天然に近い」ためには、

種苗の遺伝子が天然アユに近いことが前提条件になる

と思います。そこで、矢作川、豊川および木曽川に遡

上してきた天然稚アユと、私たちが生産した人工種苗

の遺伝的特徴を調べてみました。その結果、天然稚ア

ユの遺伝的特徴は3河川間で同じであること、人工種

苗では木曽川F1種苗が遺伝的多様性、遺伝子組成の

両面において天然稚アユに極めて類似していることが

分かりました。一方、長期継代系種苗は多様性に乏し

く、天然稚アユとは遺伝的に異質な種苗であることも

分かりました。これらより、河川で漁獲された天然親

魚を使って種苗生産することが、「天然に近い」種苗

を生産する第一歩だと言えます。また、F1種苗は近

年蔓延している細菌性疾病の冷水病への耐性が強いこ

とも最近明らかになっており、病気に強い種苗である

とも言えます。 

　遺伝子の面で「天然に近い」種苗は分かりましたが、

生産方法はどうでしょうか。人工種苗は、私たち生産

者の都合に合わせて飼育されている面が多々あります。

「天然に近い」種苗を作るためには、天然のアユが海

でどのような生活をしているのかを想像しながら、そ

れに近い飼育方法で生産をすべきだと思います。飼育

水温は現在の最重要課題です。従来のアユ種苗生産で

は、冬季には15℃前後に加温するのが常識でした。し 
（かわね　みつお、 

　　　　　　 （財）愛知県水産業振興基金栽培漁業部）  

愛知県栽培漁業センター 



魚つかみの様子 

自然観察会集合写真 

取り組みイメージ図 

佐久間維美 

「生命のゆりかご琵琶湖を守る」取り組みについて 

　琵琶湖は、2000種を超える生物が生息している自然環境の宝庫であることはもちろんのこと、人と自然との関

わりの深さ、1400万人への生活飲料水、洪水の調節機能などその役割は様々な分野にわたっています。ところが、

琵琶湖周辺の人口は現在も未だ増加傾向で、今後、琵琶湖の環境を回復することは困難な状況といわれているの

です。このため多くの研究者、NPO、事業者が琵琶湖の環境改善への様々な取り組みを進めていますが、各者の

想いには少なからず違いがあって環境改善事業をみんなの総意で実施できておらず、それぞれの団体が別々の目

標を持って進めています。そこで、琵琶湖環境改善のパイロット的試みとして滋賀県高島市針江地区で行われて

いる、「琵琶湖と関わりの深いコイ科魚類」を守るための住民と行政の連携による活動、「琵琶湖と田んぼを結ぶ連

絡協議会」と「お魚ふやし隊」についてお伝えします。コイ科魚類は、産卵のために琵琶湖から水路や田んぼに移動しま

す。そこで、琵琶湖だけではなく流域内で活動する様々な団体が連携することにしました。それが「琵琶湖と田ん

ぼを結ぶ連絡協議会」です。例えば、 

 

 

 

を実施しています。 

　私たちのモットーは「お試し」。生き物のことは、やっ

てみないとわからないことが多く、やってみた結果を評価

して改善していく順応的管理を心がけています。また、私

たちが一番大切にしているのが、自然を回復させる事業へ

の住民参加です。 

　協議会では自然回復のため様々な取り組みを行っていま

すが、その場所で自然観察会を開催し、多くの人々に参加

していただいています。タモ網を持って行う「魚つかみ」は、

老若男女を問わず皆時間を忘れて熱中します。捕まえた魚

たちは、種類を確かめて琵琶湖に返してあげます。大きく

なってたくさんの子供たちを生んでくれるよう願いながら。

　私は、協議会の庶務として、活動のお手伝いをしている

のですが、こうした取り組みが進められれば、近い将来、「美

しい琵琶湖の風景」を眺めながら「ビワマスの刺身・湖産ア

ユの酢漬け・鮒鮨・いさざ煮・しじみ飯などの魚介類」を「魚

が産卵に訪れる水田で出来たおいしいご飯」で毎度頂く、

贅沢三昧が可能になると一人ほくそ笑んでいます。いま、「琵

琶湖と田んぼを結ぶ連絡協議会」では様々な取り組みを進

めています。 ぜひ一度、琵琶湖まで足を伸ばしてください

ませ。 

　・漁業関係者は、琵琶湖から湖岸域に遡上しやすい水

　　路の設置 

　・農業関係者は、魚が田んぼへ上りやすい水路作りや

　　休耕田のビオトープ化 

　・市役所をはじめ地元住民は、地域の活性化を兼ねた

　　自然観察会の開催 

　・国土交通省などの河川管理者は、コイ科魚類の産卵     

　　と成育に配慮した琵琶湖水位調節の試行操作や提防

　　の残有地のビオトープ化への取り組み 

 

 

 

（さくま　まさみ、　　　 

       　   国土交通省 琵琶湖河川事務所 河川環境課長） 



秋葉ダム湖でのクラブ式浚渫船による浚渫作業 

天竜川漁協は学ぶ、貪欲に学ぶ 
秋山雄司 

おとなしくなった川 

　天竜川は長野県諏訪湖に源を発し静岡県浜松市遠州

灘に流れ込む流路延長213kmの大きな川です。急勾配

の川は昔から暴れ天竜と呼ばれ、流域の人々を恐れさ

せてきましたが、戦後、秋葉ダム、佐久間ダム、船明

ダムと連続して建設されたダム群によって昔の面影を

失いました。ダムは人間社会にとって治水、利水の面

で大いに役立ってきたのは事実ですが、建設から50年

たった今、負の部分が顕著に現れてきました。利水に

より流れが狭まった中で天竜川の魚たちは生活し、ダ

ムによって海から29km上流で遡上が阻害されたアユ

たちはその下流の狭い範囲で再生産をせざるを得なく

なりました。また、ダムによる長期濁水が石に付着す

るコケ（付着藻類）の生育を妨げ、特にアユにとって

大きな打撃となりました。 

 

息も絶え絶えで八方塞がりの漁協 

　アユをはじめとする魚族の衰退は当然のごとく漁協

の事業に大打撃を与えました。1992年に4,313名だっ

た組合員数は2006年には3,066名に減少し、1980年の

最高時に26,806名を記録した遊漁者数（年券の販売数）

は、2005年には3,854名と7分の1近くに激減しました。

社会的な変化を加味しても2万人余りが川から去って

いったというのは、川を預かる一人として言葉があり

ません。組合員や遊漁者の皆さんが川から去っていっ

た原因は河川環境の悪化にあり、とりわけダムによる

影響があると思われます。 

 

五里霧中から出会いが始まり、追っかけ状態へ 

　 7年前から私たちの漁協は事業の危機、釣文化の危

機と捉えて手探りでいろいろ取り組みを始めました。 

新潟大学の大熊先生の「川とダムを考える」講演会の

開催を始めとして名古屋女子大学の村上先生の藻類調 

査、国土交通省や電力会社の講演、各地で行われる環

境関係の講演会にも参加し、勉強をしてきました。そ

して多くの方に天竜川の現状を知ってもらい、川と触

れ合ってもらうために、流砂促進の現場見学会や子供

達による魚の放流会等も積極的に実施しています。ま

た、漁協の事業とりわけアユの放流に関しても、「こ

のまま人工ものに頼っていて良いのだろうか」という

疑問を持ち始めていました。 

　何とかしたいと懸命に模索を繰り返す中で出会った

のが高知県の物部川漁協の方々です。上流にダムがあ

り濁水に苦しみながらもがんばっている姿を見聞きし

て大いに励まされ、時間をかけて漁協と流域の幅広い

組織とが協力関係を作り上げていく姿勢は私たちにと

って大いに参考になりました。また天然アユを増やす

ことを太い柱にして活動しており、これにも感心致し

ました。そして次の出会いです。愛知県にがんばって

いる漁協があると聞いておりましたが、本格的に目を

向けたのは環境講演会の講師として電源開発株式会社

（J-POWER）が紹介してくださった、たかはし河川調

査事務所の高橋勇夫氏に「お隣の県でとても参考にな

る事業をしている」と矢作川漁協を紹介されてからです。

矢作川漁協の百年の歴史と環境漁協宣言に感銘を受け、

漁協のあるべき姿を見た気がしました。それからは矢

作川天然アユ調査会のシンポジウムを皮切りに、矢作

川と漁協および豊田市矢作川研究所の見学、矢作ダム

における選択取水装置と分画フェンスの勉強と次々と

学習をさせていただいております。 

 

まだまだ先は長い 

　私たち天竜川漁協は先輩の二漁協に学ぶことが山ほ

どあります。取り組まれてきた歴史も違いますが、そ

の経験を天竜川漁協に用いることが出来るよう咀嚼す 

ふなぎら 

天竜川でのアユの友釣り風景（第二東名橋下流） 



　矢作川で大量発生しているカワヒバリガイですが、古鼡水辺公
園で9月上旬に大量に死んでいるのが確認できました。目視で判
断する限り、およそ9割の個体が死んでいるらしく殻が開いてい
ました（写真右）。また、死んだ個体の殻が明治用水頭首工の魚道
に積もっているとの連絡も入りました。大量の貝殻が剥がれ落ち
て流下することによる利水施設への影響も心配されます。 
　生活史がよくわかっていないので死んだ原因は特定できませんが、
海に生息する近縁のイガイの仲間では秋口に大量に死ぬとの情報
もありますので、寿命なのかもしれません。このようにごく基礎
的な生活史でさえも本種は明らかとなっておらず、今後の調査が
望まれます。 

カワヒバリガイの大量死について 

死亡したカワヒバリガイ（9月7日、古鼡水辺公園） 

る能力を身に着ける必要に迫られています。同時に三

漁協が今持っているまたこれから持つであろうノウハ

ウを、同じく大変な思いをしている全国の漁協の皆さ

んにも発信していくことも責務だと感じております。

11月18～19日に浜松市で開催する「天然アユを増やす

と決めた漁協のシンポジウム」※は、参加する漁協に

とってよい交流の場になると確信しています。豊田市

矢作川研究所の経験を我々に役立たせてくれますよう

お願いし、研究所と矢作川漁協と物部川漁協そして天

竜川漁協の関係がますます発展していくことを心より

願っています。 

（あきやま　ゆうじ、天竜川漁業協同組合  組合長） 

アユ産卵場の造成（かささぎ大橋上流） 

※詳細についてのお問い合わせは豊田市矢作川研究所（0565-34-6860）又は天竜川漁業協同組合（0539-26-0813）まで 

　今年も人里におけるツキノワグマ（以下クマと略記）出没事件
を多く耳にします。豊田市でも9月末で5件の出没があったそ
うです。クマ出没の原因としては、奥山のドングリ類の不作、
過疎化による里山の荒廃、狩猟人口の減少などが指摘されてい
ます。クマによる人身事故や果樹の被害が相次ぐ地域では駆除
されるケースも多いようですが、クマは全国的に減少していて、
絶滅危惧種になっているところもあります。クマと人との共存
の道を探るにも、森と里山の保全を考えることが重要ですね。 
　次号、12月＆1月号（合併号）では、「川自慢」をテーマに、
全国の川の紹介を予定しています。（内田＆白金） 


